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令和 5 年 2 月

令和 5 年度 令和 6 年度

１　目的

２　これまでの取り組み

　（１） 駐車経営計画

 

○ 駐車場経営計画（第１期）（H22策定）
　　計画期間　Ｈ22～Ｈ26
　
　　【基本的な考え方】
　　　近年の民間駐車場の増加や中心市街地への来街者の減少など社会状況が変化してきており、市が駐車場を運営する
      必要性は希薄になっていることから、市営駐車場の民営化を図っていく。
　　　ただし、現在、建設事業債の償還もあるため、黒字の駐車場は継続する。
　
　　【市営駐車場全体の方針】
　　　１　単年度の実質的な収支（※）が赤字の駐車場については、運営を行わないことを基本とする。
　　　　　施設売却、賃貸は最も有利で実施可能な方法により行うものとする。
　　　２　単年度の実質収支が黒字の駐車場については、収益を他の駐車場の建設事業債の償還に充てるため、運営を
          継続する。
　　　　　経営が赤字になる場合は継続しない。
　　　３　市が運営する間は、駐車場運営は少ないコストでより大きなメリット（利便性の向上、使用料収入の増、利用
　　　　　台数の増等）を出すことを基本とし、指定管理者制度や施設修繕等の内容の見直しを常に行う。
　　　（※）実質的な収支：繰越金、繰入金、公債費を除いた収支

浜松市駐車場経営戦略（第２期）

団 体 名 ： 浜松市

事 業 名 ： 駐車場事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

  令和元年度に策定した駐車場経営戦略（計画期間R2～R4）（以下「現計画」）において、駐車場別の「最終方針」は各
種調査を行い、検証を行った上で実施すると定めた。
　今回策定する駐車場経営戦略（以下「新計画」）は、その検証結果を踏まえ、ザザシティ駐車場の方針を「売却」と定
めたことから、入札・契約等の売却業務の完了を見込むまでとし、令和７年度以降の中長期的な駐車場運営体制を構築す
るための「地固め」の期間として取り組むものである。
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　（２） 市営駐車場の経緯と主な取り組み

○　駐車場経営計画（第２期）（H26策定）
　　 　計画期間Ｈ27～Ｒ1
　
　　　【基本的な考え方】
　　　　民間駐車場の増加や中心市街地への来街者の減少など、市営駐車場建設当時と比べ社会状況が変化してきており、
　　 市が駐車場を運営する必要性は希薄になってきていることから、市営駐車場の民営化を図っていく。
　　 ただし、建設事業債の償還もあるため、黒字の駐車場は継続する。

　　　【5ヵ年の運営方針】
　　　　１　平成27年度から利用料金制を導入し、収益等を把握・分析した後、平成30年度以降の運営形態を検討する。
　
　　 ２　利用者の利便性向上を図るとともに収益についても言及することによって、建設事業債の早期償還を目指す。
　

○　駐車場経営戦略（Ｒ１策定）（「現計画」）
　　 　計画期間Ｒ２～Ｒ４

　　　【基本的な考え方】
　　　　本計画期間において、駐車場経営計画（第２期）の駐車場別方針について各種調査を行い、改めて検証を行った
　　 上で実施する。

　 【駐車場別方針】

  駐車場名 
経営計画

（Ｈ26） 
経営戦略(R1) 

1 新川北 廃止 
・基本的には、前計画の方針を踏襲するが、各

種調査を行い、あらためて検討のうえ、令和

4 年度末までに実施する。 

2 新川南 廃止 

3 駅北 売却 

4 ザザシティ 売却 

5 駅南地下 継続 
・令和 5年度以降の大規模改修に向け、必要 

 な調整・準備を行う。 

 

年度 市営駐車場の経緯

H18 指定管理者制度導入

H22 駐車場経営計画（第１期）（計画期間H22～H26）

H23 万　年　橋：民間貸付

H24 東田町地下：民間貸付

 駅南地下　：運営開始（静岡県道路公社から移管）

　　　　　　エレベーター設置、一部機械式駐車場を自走式へ改良

万　年　橋：売却

駐車場経営計画（第２期）（計画期間：H27～R1）

利用料金制導入

 駅南地下　：入場後20分以内出場の駐車料無料措置の開始

R1 駐車場経営戦略（計画期間：R2～R4）

R3 東田町地下：駐車場廃止

R4 新川南駐車場廃止に関する条例改正

H26

H27

年度 現計画期間中の主な取り組み

H30 駅南地下　：劣化調査及び修繕計画の策定

新川北・南：現況調査実施
駐車場需給バランス調査実施

R2 駅北・ザザ：劣化調査及び修繕計画の策定
R4 ザザシティ駐車場サウンディング調査

R1
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○駐車場別方針（あり方）の決定
　劣化調査・修繕計画の結果、改修費等の経費を含め、今後も収益を得ることが可能な施設は「継続」、収益を得ること
が難しく、かつ需給バランス調査の結果、周辺の駐車場で代替可能であれば「廃止」もしくは「売却」とする。
  また、売却とした駐車場については、サウンディング調査を行い、民間事業者の意向を確認し、各種駐車場の方針を決
定した。

〇各駐車場の方針決定のための調査結果
１．新川北
　劣化調査…レベルⅠの耐震性能を持ち、緊急的な修繕や耐震工事が不要。実績・今後見込共に黒字。
　　　　　　準用河川新川上に設置されており、民間への売却は不可能。
　需給バランス調査…周辺の時間貸し駐車場を活用することで、廃止した場合に代替可。
　　　　　　　　　　但し令和３年度に近接する東田町地下駐車場を廃止し、その代替駐車場としての役割も果たす。
⇒廃止した東田町地下駐車場の代替駐車場としていることに加え、収益を見込めるので「継続」とする。
　
２．新川南
　劣化調査…レベルⅠの耐震性能が不足しており、改修に多額の経費が見込まれることが判明。今後見込は赤字。
　需給バランス調査…周辺の時間貸し駐車場を活用することで、廃止した場合に代替可。
⇒収益を見込めないことに加え、廃止した場合に代替可能であることから、「廃止」とする。

３．駅北
　修繕計画…利用者数が堅調に推移しており、修繕費用を考慮しても収益で回収可能。実績・今後見込共に黒字。
　需給バランス調査…周辺に時間貸し駐車場が少なく、廃止した場合に代替不可。
⇒収益を見込めることに加え、廃止した場合に代替できないことから「継続」とする。

４．ザザシティ
　修繕計画…計画的な修繕に伴う見込は黒字。但し、ザザシティ浜松西館が実施する共用部分に係る改修工事がさらに
　　　　　　必要。実績は赤字。
　需給バランス調査…周辺に時間貸し駐車場が少なく、廃止した場合に代替不可。但し、商業施設と一体化した複合
　　　　　　　　　　施設内の駐車場であり、ザザシティ浜松管理規約で駐車場以外の運営を認めていないことから、
　　　　　　　　　　駐車場が廃止されることを考慮する必要は無いと判断。
　サウンディング調査…民間事業者に駐車場売却を調査したところ、購入に意欲を示す事業者があった。
⇒収益を見込めないことから「売却」とし、サウンディング調査の結果、購入する意向を示す事業者があったので入札手
続きを進める。

５．駅南地下
　修繕計画…利用者数が堅調に推移しており、修繕費用を考慮しても収益で改修可能。実績・今後見込共に黒字。
　需給バランス調査…周辺の時間貸し駐車場を活用することで、廃止した場合に代替可。
　　　　　　　　　　但し、浜松駅南口の混雑緩和を目的とした「駐車料金20分以内無料」の代替は不可。
⇒収益を見込めるので「継続」とする。また、「20分以内無料」措置を実施しており、公益性は高い。

〇まとめ

 

R3(実績) 今後見込

新川北 S58.4（40台） 黒字 黒字 可能 河川上

新川南 S45.2（82台） 黒字 赤字 可能 河川上 

駅北 H2.4（815台） 黒字 黒字 不可 都市計画駐車場

ザザシティ H12.11（651台） 赤字 黒字 不可 複合施設 

駅南地下 H5.10（333台） 黒字 黒字 可能 都市計画駐車場

駐車場 備考
収支（改修費含む） 代替

可能性
開設年月
（収容台数）
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　（３） 現在の状況

　新型コロナウイルス感染症の影響により、一時的な外出自粛に加えて、テレワークなど働き方が変化したことに伴い、
現計画策定時から駐車場を取り巻く環境に大きな変化が生じている。
　市営駐車場においては、平成27年度の利用料金制の導入以降、経営状況は改善してきたが、コロナ禍により、令和２、
３年度は時間貸しにおいて利用者の大幅な減少が見られた。
　一方、定期利用については、時間貸し利用と比較しても安定的な収入が確保できている。
　全ての駐車場について、竣工から相当の年数が経過しているが、いずれも大規模改修を行っておらず、老朽化が進行し
ている。

利用台数　（四輪） （単位：台）

区分 新川北 新川南 駅北 ザザシティ 駅南地下 計

H28 33,035 53,696 280,261 301,072 345,105 1,013,169

H29 36,578 51,985 296,280 318,669 369,091 1,072,603

H30 34,661 51,322 298,387 342,116 397,087 1,123,573 現計画策定時

R1 33,332 47,123 305,008 337,627 399,753 1,122,843

R2 26,217 35,091 212,827 246,775 326,092 847,002

R3 30,730 37,230 246,287 348,978 360,838 1,024,063

駐車場利用料収入 （四輪） （単位：千円）

区分 新川北 新川南 駅北 ザザシティ 駅南地下 合計

H28 15,495 22,453 172,848 133,184 168,979 512,959

H29 18,059 24,428 190,791 147,749 177,724 558,751

H30 19,468 26,316 194,940 169,786 179,210 589,720 現計画策定時

R1 16,972 24,197 202,890 170,600 175,473 590,132

R2 11,491 17,882 153,810 112,225 135,256 430,664

R3 11,518 19,348 166,484 150,492 152,991 500,833

利用台数　（四輪） （単位：台）

普通 定期 普通 定期 普通 定期 普通 定期 普通 定期 普通 定期

H28 28,568 4,467 47,070 6,626 174,463 105,798 282,325 18,747 336,772 8,333 869,198 143,971

H29 33,321 3,257 42,874 9,111 188,140 108,140 284,052 34,617 361,167 7,924 909,554 163,049

H30 31,869 2,792 42,145 9,177 189,356 109,031 291,049 51,067 388,256 8,831 942,675 180,898 現計画策定時

R1 30,095 3,237 36,919 10,204 197,562 107,446 279,190 58,437 390,756 8,997 934,522 188,321

R2 23,024 3,193 25,951 9,140 130,277 82,550 191,282 55,493 320,047 6,045 690,581 156,421

R3 27,596 3,134 27,733 9,497 159,898 86,389 289,003 59,975 353,693 7,145 857,923 166,140

区分
計新川北 新川南 駅北 ザザシティ 駅南地下
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３　本戦略における取り組み

 （１） 現計画の総括

 （２） 基本的な考え方

 （３）主な取り組み

 （４） 駐車場別方針

 （５） スケジュール

中長期的な駐車場経営に向けた「地固め」期間として、大きく駐車場事業の収支に影響するザザシティ駐車場の売却、駅
南地下駐車場の機械式駐車設備の扱いや一時閉鎖が必要となる大規模修繕など中長期的な駐車場運営体制を早期に構築
し、次期計画に反映するため、２年間の計画として取り組む。

〇ザザシティ駐車場の売却業務
  「売却」と定めたザザシティ駐車場については、令和６年度末の引き渡しに向けた業務を行う。
　① 令和５年度：入札に向けた条件整理、不動産鑑定の実施、入札等
　② 令和６年度：落札事業者への引き渡しに向けた調整

○駅南地下駐車場の大規模修繕
  「継続」と定めた駅南地下駐車場については、平成30年度に策定した修繕計画に基づく、計画的な修繕に加えて機械式
駐車場設備の更新や撤去などを含め、大規模修繕の実施を検討する。
　① 機械式駐車設備の更新検討
　・更新に向けて必要な駐車台数を把握するための需給バランス調査の実施。
　② 大規模修繕実施に伴う閉鎖期間の「20分以内無料措置」の扱い。
　・代替駐車場及び対象時間等の検討。

〇次期駐車場運営に向けた検討
　中長期的な収益見込みや修繕計画・需給バランス調査結果を検証し、令和７年度以降の駐車場運営体制の構築に向けた
検討を行う。

中長期的な駐車場経営に向けた「準備期間」として各種調査を行い、新川南駐車場を「廃止」、新川北、駅北、駅南地下
の３駐車場を「継続」、ザザシティ駐車場を「売却」とする方針立てや中長期的な駐車場経営に向けた準備は完了した。
しかし、ザザシティの民間事業者による購入意向は確認できたものの、売却手続きは未着手で、中長期的な運営体制づく
りは終えることができなかった。

駐車場名 現計画

1 新川北 廃止 継続 長寿命化のため計画修繕

2 駅北 売却 継続 長寿命化のため計画修繕

3 ザザシティ 売却 売却 売却手続き

4 駅南地下 継続 継続 R7年度以降の大規模修繕に向けた準備

5 新川南 廃止 ― R4年度末廃止

新計画

基本情報

駅南地下

大規模修繕

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度～

ザザシティ

駐車場

サウンディング

調査

継続駐車場
指定管理者
公募

指定管理（R5～R6）

指定管理期間

（5年予定）

需給バランス調査

経営戦略期間（R5～R6）

経営戦略策定

指定管理者
公募

経営戦略策定

経営戦略

（10年予定）

入札

事務
契約

手続・

調整等
売却・民営化

不調 市営継続

設計・周知等 工事

指定管理者
公募
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４ 将来の事業環境

（１） 駐車場需要の見通し

（２） 料金収入の見通し

（３） 施設の見通し

（４） 組織の見通し

５　投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　① 収支計画のうち投資についての説明

　② 収支計画のうち財源についての説明

  ③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標 一般会計からの繰入は行わず、特別会計として独立採算で運営する。

・令和４年度は２月補正後の見込額
・令和５年度は当初予算額
・令和６年度は、駅南地下の修繕計画に基づく所要額及び、その他は令和５年度当初予算額同水準を計上

目 標 特別会計として独立採算で運営する。

指定管理者納付金
・固定額　320,000千円／年
・変動額　指定管理事業費収支差額の２分の１

コロナ禍により、令和２、３年度は利用者の減少が見られたが、令和４年度は約９割程度にまで回復しており、本計画期
間においては、同水準で推移する見通し。

別紙投資・財政計画（収支計画）参照

新川北、駅北、駅南地下については、継続して運営するため、老朽化に伴う修繕を随時行うとともに劣化調査により策定
された修繕計画に基づき、計画的に修繕を実施する。

現状と同じ1人工を配置

特になし
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　①　今後の投資についての考え方・検討状況

  ②　今後の財源についての考え方・検討状況

  ③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

６ 公営企業として実施する必要性など

７　経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

ザザシティ駐車場の売却可否などを踏まえ、次期経営戦略を策定する。

そ の 他 の 取 組

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

駅北、駅南地下駐車場は令和元年度に実施した需給バランス調査の結果から、廃止した場
合、周辺の民間駐車場では代替不可能であることから、必要な駐車場と判断。また、新川北
駐車場は廃止した東田町地下駐車場の代替駐車場としての役割を担うことから必要な駐車場
と判断する。

公営企業として実施す
る 必 要 性

市営駐車場はいずれもまちづくりや交通施策と密接に関連するとともに、中心市街地へ来訪
するための利便性向上に資することから運営している。駅北、駅南地下駐車場は都市計画駐
車場であり、新川北駐車場は河川上に位置し、他用途への転換が難しいことから引き続き公
営企業として運営する。

委 託 料 指定管理者（利用料金制）導入済

管 理 運 営 費 指定管理者（利用料金制）導入済

職 員 給 与 費 1人工配置

繰 入 金 計画なし

資産の有効活用等による
収 入 増 加 の 取 組 特になし

そ の 他 の 取 組

料 金 利用状況や近隣駐車場の動向を踏まえ検討する。

利用者増加に向けた取組
引き続き、指定管理者と協力のうえ、利便性の向上を図り利用者増加に向けた取組を実施し
ていく。

企 業 債 計画なし

駐車場の配置の適正化
ザザシティ駐車場の売却可否、駐車場需給バランス調査の結果を踏まえ、令和６年度までに
決定する。

投 資 の 平 準 化 駅南地下駐車場は修繕計画に基づき、計画的修繕を行う。

そ の 他 の 取 組

民 間 活 用 指定管理者制度（利用料金制）導入済

（３） 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

※投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　また、 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向けた取組
の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。
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８　駐車場事業の概要

 （１） 事　業　形　態

人

 

  ① 新川北駐車場

年

㎡ 台

　② 駅北駐車場

年

㎡ 台

　③ ザザシティ駐車場

年

㎡ 台駐 車 場 使 用 面 積 26,469 収 容 台 数
(四輪）651
（二輪） 70

営 業 時 間 7時～25時

立 地 その他 建設後（建替後）の経過年数 32

種 類 届出駐車場 構 造 立体式

立 地 商業施設 建設後（建替後）の経過年数 22

駐 車 場 使 用 面 積 21,779 収 容 台 数 815

営 業 時 間 0時～24時（24時間営業）

駐 車 場 使 用 面 積 1,385 収 容 台 数 40

営 業 時 間 0時～24時（24時間営業）

種 類 都市計画駐車場 構 造 立体式

種 類 届出駐車場 構 造 広場式

立 地 その他 建設後（建替後）の経過年数 39

職 員 数 1 施 設 名

①新川北駐車場
②駅北駐車場
③ザザシティ駐車場
④駅南地下駐車場

民 間 活 用 の 状 況  イ　指定管理者制度 利用料金制

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分 法非適 事 業 開 始 年 度 昭和39年度
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　④ 駅南地下駐車場

年

㎡ 台

（２） 料　金　形　態

① 新川北駐車場

（３） 現在の経営状況

別紙経営比較分析表ご参照

料 金 形 態 の 考 え 方 条例に定める額の範囲内で、指定管理者が近隣の動向等を勘案し設定

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

令和5年4月1日 ザザシティ駐車場自動二輪の普通・定期料金改定

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）による経営比較分析表）を添付すること。

④ 駅南地下駐車場

初回30分300円
以後30分150円
24時間ごと上限3,000円
入庫後20分以内出庫の場合無料

単独定期（全日） 25,000円／月

※共通定期は①、②の2駐車場共通利用可の定期
※定期料金は契約月数、台数により異なる

③ ザザシティ駐車場

【四輪】
20分100円（平日初回20分無料）
24時間ごと上限1,000円

【四輪】
単独定期（全日）
単独定期（平日）

15,000円～18,000円／月
 8,000円～10,000円／月

【二輪】
60分100円
24時間ごと200円

【二輪】
単独定期  3,000円／月

② 駅北駐車場
30分100円
12時間ごと上限700円

共通定期（全日）
共通定期（平日）
単独定期（全日）
月極（8,9階）
月極（屋上）

15,000円～19,000円／月
11,000円～14,000円／月
13,000円～16,000円／月
11,000円～15,500円／月
10,000円～14,000円／月

区分 普通利用 定期利用

30分100円
12時間ごと上限800円

共通定期（全日）
共通定期（平日）

15,000円～19,000円／月
11,000円～14,000円／月

駐 車 場 使 用 面 積 10,273 収 容 台 数 333

営 業 時 間 6時～24時

種 類 都市計画駐車場 構 造 地下式

立 地 商業施設 建設後（建替後）の経過年数 29
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で
あ

る
た

め
、
⑦

敷
地

の
地

価
は

な
い

。
ま

た
、

企
業

債
も
な

い
。

3
.
 
利

用
の

状
況

に
つ

い
て

　
本

駐
車

場
の

周
辺

に
は

コ
イ

ン
パ

ー
キ
ン

グ
が

複
数
あ

り
、

利
用

状
況

は
周

辺
の

開
発

工
事

の
状
況

に
よ

り
変
動

す
る
。

　
令

和
３

年
度

は
回

復
傾

向
に

あ
る

が
、
コ

ロ
ナ

禍
以
前

ま
で
は

戻
っ

て
い

な
い

。

H
2
9

H
3
0

R
0
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R
0
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R
0
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H
2
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平
均
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0

当
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2
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1
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.
 
資

産
等

の
状

況
に

つ
い

て
当
該

値
2
5
0
.
0

2
3
7
.
5

1
7
7
.
5

2
5
0
.
4

当
該

値
0
.
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0
.
0

利
用

料
金
制

【
】

令
和

3
年

度
全

国
平

均

分
析

欄

1
.
収

益
等

の
状

況
3
.
利

用
の

状
況

1
.
 
収

益
等

の
状

況
に

つ
い

て
　
本

駐
車

場
は

収
容

台
数

4
0
台

の
小

規
模

な
無

人
の
平

面
駐

車
場

で
あ

る
た

め
、

事
業

規
模

が
小

さ
く
、

小
額

の
修
繕

工
事
で

あ
っ

て
も

経
営

指
標

へ
の

影
響

が
大
き

い
。

年
度
間

で
指
標

に
増

減
が

生
じ

て
い

る
も

の
の

、
一
貫

し
て

他
会
計

補
助
金

を
要

し
て

お
ら

ず
独

立
採

算
制

を
保
っ

て
お

り
、
概

ね
順
調

に
運

営
さ

れ
て

い
る

も
の

と
考

え
る
。

H
2
9

H
3
0

該
当
数

値
な

し
届

出
駐

車
場

広
場

式
5
7

4
0

2
0
0

R
0
3

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
1

当
該

施
設

値
（

当
該

値
）

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)
種

類
構

造
建

設
後

の
経

過
年

数
(
年

)
収

容
台

数
(
台

)
一

時
間

当
た

り
の

基
本

料
金

(
円

)
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
－

類
似

施
設

平
均

値
（

平
均

値
）

法
非

適
用

駐
車

場
整

備
事

業
-

Ａ
３

Ｂ
２

非
設

置
公
共

施
設

有
1
,
3
8
5

■

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

3
年

度
決
算

）
静

岡
県

浜
松

市
　

新
川

北
駐

車
場

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
施

設
区

分
管

理
者

の
情

報
立

地
周

辺
駐

車
場

の
需

給
実

態
調

査
駐

車
場

使
用

面
積

(
㎡

)
グ

ラ
フ

凡
例

0.
0
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0

1
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0
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0

1
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0.

0

2
,0
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収
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6

0.
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0
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⑨
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比
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％
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0.
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0.
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⑥
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減
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却
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％

)
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0
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0
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0
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0
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②
他

会
計
補
助

金
比
率
(
％

)
【
5
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】
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車
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数
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当
た
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会

計
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金
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(
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【
3
,1
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20
0.

0

25
0.

0

30
0.

0

⑪
稼

働
率

(
％

)
【
1
78
.5
】

△
10

0.
0

△
50

.00.
0

50
.0

10
0.

0

15
0.

0

20
0.

0

25
0.

0

30
0.

0

35
0.

0

④
売
上
高

Ｇ
Ｏ
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比
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(
％
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【
0
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0
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0
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0
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,
00

0
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,
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0
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,
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0
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,
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0

⑤
Ｅ

Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ

Ａ
(
千

円
)

【
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】

該
当

数
値

な
し

該
当
数

値
な
し
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2
.
資

産
等

の
状

況

⑦
敷

地
の

地
価

(
千

円
)

全
体

総
括

　
無

人
の

平
面

駐
車

場
で

あ
り

、
多

額
の
管

理
費

用
を
要

し
な
い

た
め

経
営

上
は

良
好

な
状

況
で

あ
る
が

、
他

の
駐
車

場
と
あ

わ
せ

て
駐

車
場

の
需

給
バ

ラ
ン

ス
を
調

査
・

劣
化
調

査
な
ど

を
踏

ま
え

、
公

の
駐

車
場

と
し

て
の
必

要
性

・
あ
り

方
に
つ

い
て

検
討

し
、

今
後

の
方

針
を

決
定
す

る
。

0

⑧
設

備
投

資
見

込
額

(
千

円
)

H
2
9

H
3
0

R
0
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R
0
2

R
0
3

H
2
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H
3
0

R
0
1

R
0
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R
0
3

R
0
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5
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H
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H
3
0

R
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R
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2
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該
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平
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値
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8
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8
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7
,
9
4
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,
5
7
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1
5
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平
均

値
3
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3
0
.
4
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3
.
6

△
1
2
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.
5

8
.
5
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均
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1
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2
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当
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当
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H
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H
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△
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5

当
該

値
1
7
,
8
9
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R
0
3

R
0
1

　
本

駐
車

場
は

、
河

川
上

に
位

置
す

る
平
面

駐
車

場
で
あ

る
た
め

⑦
敷

地
の

地
価

は
な

い
。

ま
た

、
企
業

債
も

な
い

3
.
 
利

用
の

状
況

に
つ

い
て

　
本

駐
車

場
の

周
辺

に
は

コ
イ

ン
パ

ー
キ
ン

グ
が

多
数
あ

り
、

駐
車

需
要

が
分

散
す

る
こ

と
か

ら
⑪
稼

働
率

は
全
国

平
均
を

下
回

る
状

況
で

あ
る

。
　
令

和
３

年
度

は
回

復
傾

向
に

あ
る

が
、
コ

ロ
ナ

禍
以
前

ま
で
は

戻
っ

て
い

な
い

。
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資

産
等

の
状

況
に

つ
い

て
当
該
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1
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.
2

1
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.
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2
5
.
9

4
8
9
.
5

当
該
値
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0

利
用

料
金
制

【
】

令
和

3
年

度
全

国
平

均

分
析

欄

1
.
収

益
等

の
状

況
3
.
利

用
の

状
況

1
.
 
収

益
等

の
状

況
に

つ
い

て
 
 
本

駐
車

場
は

収
容

台
数

8
2
台

の
比

較
的

小
規

模
な
無

人
の

平
面

駐
車

場
で

あ
る

た
め

、
事

業
規

模
が
小

さ
く

、
小
額

の
修
繕

工
事

で
あ

っ
て

も
経

営
指

標
へ

の
影
響

が
大

き
い
。

年
度
間

で
指

標
に

増
減

が
生

じ
て

い
る

も
の
の

、
一

貫
し
て

他
会
計

補
助

金
を

要
し

て
お

ら
ず

独
立

採
算
制

を
保

っ
て
お

り
、

概
ね

順
調

に
運

営
さ

れ
て

い
る

も
の
と

考
え

る
。

H
2
9

H
3
0

該
当
数

値
な

し
届

出
駐

車
場

広
場

式
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R
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R
0
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3
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0
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R
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1

当
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施
設
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（

当
該

値
）

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)
種

類
構

造
建

設
後

の
経

過
年

数
(
年

)
収

容
台

数
(
台

)
一

時
間

当
た

り
の

基
本

料
金

(
円

)
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
－

類
似

施
設

平
均

値
（

平
均

値
）

法
非

適
用

駐
車

場
整

備
事

業
-

Ａ
３

Ｂ
１

非
設

置
駅

有
2
,
0
6
0

■

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

3
年

度
決
算

）
静

岡
県

浜
松

市
　

新
川

南
駐

車
場

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
施

設
区

分
管

理
者

の
情

報
立

地
周

辺
駐

車
場

の
需

給
実

態
調

査
駐

車
場

使
用

面
積

(
㎡

)
グ

ラ
フ

凡
例
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2
.
資

産
等

の
状

況

⑦
敷

地
の

地
価

(
千

円
)

全
体

総
括

　
本

駐
車

場
は

平
成

2
7
年

度
に

導
入

し
た

利
用

料
金
制

に
よ

る
指

定
管

理
者

の
取

り
組

み
等

に
よ

り
、
利

用
率

を
含
め

収
支
は

良
好

な
状

況
を

保
っ

て
い

る
。

し
か
し

建
設

よ
り
2
5
年

以
上

が
経

過
し

、
設

備
等

老
朽

化
が

進
ん
で

い
る

。
こ
の

た
め
、

施
設

の
劣

化
調

査
を

行
う

と
と

も
に
他

の
市

営
駐
車

場
と
併

せ
て

、
近

隣
の

駐
車

場
の

需
給

バ
ラ
ン

ス
を

調
査
し

、
公
の

駐
車

場
と

し
て

の
必

要
性

・
あ

り
方
に

つ
い

て
検
討

を
し
、

今
後

の
方

針
を

決
定

す
る

。
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R
0
2

当
該
値

 

平
均

値
2
2
,
5
4
9

2
6
,
2
5
5

8
,
2
6
2

1
3
,
4
9
4

1
7
,
7
4
6

平
均

値
3
2
.
3

4
3
.
4

2
8
.
9

△
1
5
.
8

5
.
0

平
均

値
1
4

1
1

4
2
6
0

1
5
,
5
6
4

4
6
4
.
7

4
1
8
.
5

1
6
2
.
8

当
該

値
0

0
0

0
6
9
9
,
4
1
6

当
該

値
3
0
3
.
4

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

1
6
2
,
2
8
7

1
6
5
,
5
2
8

9
6
,
9
3
4

1
2
5
,
4
9
6

2
8
4
.
3

当
該

値
1
4
4
,
9
5
9

R
0
3

R
0
1

 
 
本

駐
車

場
は

J
R
浜

松
駅

に
近

接
す

る
本

市
の

一
等
地

に
位

置
す

る
た

め
⑦

敷
地

の
地

価
と

い
っ

た
資
産

価
値

は
大
き

い
。

ま
た

、
建

設
時

の
企

業
債

の
償

還
は
完

了
し

て
い
る

。

3
.
 
利

用
の

状
況

に
つ

い
て

　
⑪

稼
働

率
に

つ
い

て
平

均
値

を
下

回
る
も

の
の

、
本
駐

車
場
は

1
2
時

間
ま
で

の
上

限
料

金
の

設
定
や

定
期

利
用
と

い
っ

た
長

時
間

の
利

用
を

誘
導

す
る

よ
う

取
り
組

ん
で

お
り
、

利
用
状

況
も

堅
調

に
推

移
し

て
い

た
が

、
コ
ロ

ナ
禍

に
よ
り

令
和
２

年
度

は
減

少
し

た
。

令
和

３
年

度
は
回

復
傾

向
に
あ

る
が
、

コ
ロ

ナ
禍

以
前

ま
で

は
戻

っ
て

い
な
い

。

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

平
均

値
1
5
9
.
4

1
6
0
.
0

1
5
9
.
6

1
4
0
.
3

1
4
7
.
3

平
均

値
3
.
8

3
.
6

1
.
3

9
.
9

5
.
1

R
0
2

平
均

値
2
0
4
.
3

2
2
4
.
9

1
,
7
3
6
.
5

1
6
6
.
4

1
7
7
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

当
該

値
4
0
3
.
4

5
6
4
.
7

5
1
8
.
5

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

1
0
2
.
2

7
1
.
5

8
2
.
8

2
.
 
資

産
等

の
状

況
に

つ
い

て
当
該

値
9
9
.
6

1
0
0
.
2

2
6
2
.
8

3
8
4
.
3

当
該

値
0
.
0

0
.
0

利
用

料
金
制

【
】

令
和

3
年

度
全

国
平

均

分
析

欄

1
.
収

益
等

の
状

況
3
.
利

用
の

状
況

1
.
 
収

益
等

の
状

況
に

つ
い

て
　
本

駐
車

場
は

収
容

台
数

8
1
5
台

の
立
体

自
走

式
駐
車

場
で

あ
る

。
他

会
計

補
助

金
を

要
し

て
お

ら
ず
独

立
採

算
制
を

保
っ

て
お

り
、

各
指

標
か

ら
も

概
ね

順
調
に

運
営

さ
れ
て

い
る
と

考
え

る
。

H
2
9

H
3
0

該
当
数

値
な

し
都

市
計

画
駐

車
場

 
届
出

駐
車

場
立
体

式
3
1

8
1
5

2
0
0

R
0
3

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
1

当
該

施
設

値
（

当
該

値
）

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)
種

類
構

造
建

設
後

の
経

過
年

数
(
年

)
収

容
台

数
(
台

)
一

時
間

当
た

り
の

基
本

料
金

(
円

)
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
－

類
似

施
設

平
均

値
（

平
均

値
）

法
非

適
用

駐
車

場
整

備
事

業
-

Ａ
１

Ｂ
２

非
設

置
公
共

施
設

有
2
1
,
7
7
9

■

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

3
年

度
決
算

）
静

岡
県

浜
松

市
　

駅
北

駐
車

場

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
施

設
区

分
管

理
者

の
情

報
立

地
周

辺
駐

車
場

の
需

給
実

態
調

査
駐

車
場

使
用

面
積

(
㎡

)
グ

ラ
フ

凡
例

0.
0

20
0.

0

40
0.

0

60
0.

0

80
0.

0

1
,0

0
0.

0

1
,2

0
0.

0

1
,4

0
0.

0

1
,6

0
0.

0

1
,8

0
0.

0

2
,0

0
0.

0

①
収
益
的

収
支

比
率

(
％

)
【
2
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.1
】

0.
0

20
.
0

40
.
0
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.
0

80
.
0

10
0.
0
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0.
0

14
0.
0

⑩
企

業
債

残
高
対

料
金

収
入
比

率
(
％

)
【
9
9.
8】

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

⑨
累
積
欠

損
金

比
率

(
％
)

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

⑥
有
形

固
定
資

産
減
価

償
却
率
(
％

)

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

8.
0
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.0
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.0

②
他

会
計
補
助

金
比
率
(
％

)
【
5
.2
】

0

10
0,
0
00

20
0,
0
00
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0,
0
00

40
0,
0
00

50
0,
0
00

60
0,
0
00
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0,
0
00

80
0,
0
00

③
駐
車
台

数
一

台
当
た
り

の
他
会

計
補

助
金

額
(
円

)
【
3
,1
11
】

0.
0

2
0.

0

4
0.

0

6
0.

0

8
0.

0

10
0.

0

12
0.

0

14
0.

0

16
0.

0

18
0.

0

⑪
稼

働
率

(
％

)
【
1
78
.5
】

△
10

0.
0

0.
0

10
0.

0

20
0.

0

30
0.

0

40
0.

0

50
0.

0

④
売
上
高

Ｇ
Ｏ
Ｐ

比
率

(
％

)
【
0
.8
】

0

20
,
00

0

40
,
00

0

60
,
00

0

80
,
00

0

10
0,
0
00

12
0,
0
00

14
0,
0
00

16
0,
0
00

18
0,
0
00

⑤
Ｅ

Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ

Ａ
(
千

円
)

【
10
,9
06
】

該
当

数
値

な
し

該
当
数

値
な
し

-
1
5
-

1
7
3
.7
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6
5
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9

1
,
2
6
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.
5

1
0
8
.
5

1
3
6
.
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平
均

値
2
3
8
.
5

 
 

1
0
7
.
6

2
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平
均

値
 

 
 

 
 

平
均

値
 

 
 

当
該
値

6
4
5
.
3

3
5
1
.
6

1
4
8
.
1

当
該

値
 

 
 

 
 

2
.
資

産
等

の
状

況

⑦
敷

地
の

地
価

(
千

円
)

全
体

総
括

　
平

成
2
7
年

度
に

導
入

し
た

利
用

料
金
制

に
よ

る
指
定

管
理

者
の

取
り

組
み

等
に

よ
り

利
用

率
を

含
め
収

支
状

況
は
改

善
傾
向

に
あ

り
、

企
業

債
の

償
還

も
令

和
4
年

度
に

は
完
了

す
る
。

　
し

か
し

、
竣

工
か

ら
2
0
年

以
上

が
経
過

し
設

備
等
の

老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

今
後

、
共

用
部

分
を
含

め
、

設
備
の

更
新
や

大
規

模
改

修
な

ど
の

大
規

模
な

投
資
が

必
要

と
な
る

。
こ
の

た
め

、
劣

化
調

査
、

近
隣

の
駐

車
場
の

需
給

バ
ラ
ン

ス
を
調

査
し

、
公

の
駐

車
場

と
し

て
の

必
要
性

・
あ

り
方
に

つ
い
て

検
討

し
、

今
後

の
方

針
を

決
定

す
る
。

1
3
0
,
8
3
4

⑧
設

備
投

資
見

込
額

(
千

円
)

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

R
0
3

1
4
1
,
0
0
0

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

当
該
値

 

平
均

値
1
8
,
5
0
9

2
4
,
3
7
9

2
2
,
4
6
6

4
,
2
1
1

1
0
,
6
5
3

平
均

値
3
0
.
2

3
0
.
7

1
3
.
5

7
.
1

5
.
6

平
均

値
3
4

3
6

2
6

8
7

7
,
6
4
6

7
8
.
1

5
2
.
1

1
9
.
6

当
該

値
6
1

4
1

2
5

2
4
8

6
9
8
,
0
9
0

当
該

値
3
2
.
1

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

7
9
,
5
0
4

6
1
,
6
4
0

1
9
,
6
2
1

2
8
,
7
5
2

2
2
.
3

当
該

値
3
7
,
7
1
7

R
0
3

R
0
1

　
本

駐
車

場
は

商
業

施
設

と
住

宅
が

一
体
と

し
て

市
街
地

再
開
発

事
業

に
よ

り
整

備
さ

れ
た

施
設

で
あ
り

、
敷

地
は
共

有
持
ち

分
と

な
っ

て
い

る
。

　
令

和
２

年
度

、
３

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
に
伴

う
利

用
料
金

の
減
少

を
支

援
す

る
た

め
、

一
般

会
計

か
ら
指

定
管

理
者
へ

の
支
援

を
行

っ
た

た
め

、
②

他
会

計
補

助
金
比

率
が

上
昇
し

た
。

3
.
 
利

用
の

状
況

に
つ

い
て

　
指

定
管

理
者

の
定

期
利

用
の

促
進

等
の
取

り
組

み
に
よ

り
改
善

傾
向

で
あ

る
が

、
映

画
館

を
始

め
と
す

る
同

一
建
物

内
の
商

業
施

設
の

集
客

状
況

に
影

響
を

受
け
る

。
　
令

和
３

年
度

は
商

業
施

設
が

ワ
ク

チ
ン
接

種
会

場
に
な

っ
た
こ

と
で

、
⑦

稼
働

率
は

大
き

く
上

昇
し
た

。

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

平
均

値
1
3
8
.
8

1
3
5
.
3

1
2
7
.
8

1
0
5
.
7

1
0
4
.
3

平
均

値
3
.
6

3
.
5

3
.
1

8
.
6

4
.
3

R
0
2

平
均

値
2
1
0
.
5

2
4
5
.
6

2
2
2
.
3

1
3
0
.
2

1
3
6
.
5

1
.
7

2
5
.
3

1
5
.
3

当
該

値
3
5
.
0

4
0
.
4

3
7
.
7

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

1
4
1
.
6

1
0
3
.
8

1
4
6
.
9

2
.
 
資

産
等

の
状

況
に

つ
い

て
当
該

値
1
3
4
.
1

1
4
3
.
9

7
4
.
8

8
4
.
5

当
該

値
3
.
9

2
.
9

利
用

料
金
制

【
】

令
和

3
年

度
全

国
平

均

分
析

欄

1
.
収

益
等

の
状

況
3
.
利

用
の

状
況

1
.
 
収

益
等

の
状

況
に

つ
い

て
　
本

駐
車

場
は

収
容

台
数

6
5
1
台

の
立
体

自
走

式
駐
車

場
で

あ
る

。
平

成
2
7
年

度
に

導
入

し
た

利
用
料

金
制

に
よ
る

指
定

管
理

者
の

取
り

組
み

に
よ

り
収

支
は

改
善
傾

向
に

あ
る
。

　
た

だ
し

、
本

駐
車

場
は

商
業

施
設

と
住
宅

が
一

体
と
し

て
市
街

地
再

開
発

事
業

に
よ

り
整

備
さ

れ
た
施

設
で

あ
り
、

施
設
全

体
の

設
備

修
繕

費
や

運
営

経
費

を
持
ち

分
比

率
に
応

じ
て
負

担
す

る
義

務
を

負
っ

て
い

る
た

め
、
根

本
的

な
収
支

改
善
は

困
難

で
あ

る
。

H
2
9

H
3
0

該
当
数

値
な

し
届

出
駐

車
場

立
体

式
2
1

6
5
1

3
0
0

R
0
3

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
1

当
該

施
設

値
（

当
該

値
）

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)
種

類
構

造
建

設
後

の
経

過
年

数
(
年

)
収

容
台

数
(
台

)
一

時
間

当
た

り
の

基
本

料
金

(
円

)
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
－

類
似

施
設

平
均

値
（

平
均

値
）

法
非

適
用

駐
車

場
整

備
事

業
-

Ａ
１

Ｂ
１

非
設

置
商
業

施
設

有
2
6
,
4
6
9

■

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

3
年

度
決
算

）
静

岡
県

浜
松

市
　

ザ
ザ

シ
テ

ィ
駐

車
場

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
施

設
区

分
管

理
者

の
情

報
立

地
周

辺
駐

車
場

の
需

給
実

態
調

査
駐

車
場

使
用

面
積

(
㎡

)
グ

ラ
フ

凡
例

0.
0

5
0.

0

10
0.

0
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0.

0

20
0.

0

25
0.

0

30
0.

0

①
収
益
的

収
支

比
率

(
％

)
【
2
36
.1
】

0.
0

20
0.
0

40
0.
0

60
0.
0

80
0.
0

1,
0
00

.
0

1,
2
00

.
0
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4
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.
0

⑩
企

業
債

残
高
対

料
金

収
入
比

率
(
％

)
【
9
9.
8】

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

⑨
累
積
欠

損
金

比
率

(
％
)

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

⑥
有
形

固
定
資

産
減
価

償
却
率
(
％

)

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

30
.0

②
他

会
計
補
助

金
比
率
(
％

)
【
5
.2
】

0

10
0,
0
00

20
0,
0
00

30
0,
0
00

40
0,
0
00

50
0,
0
00

60
0,
0
00

70
0,
0
00

80
0,
0
00

③
駐
車
台

数
一

台
当
た
り

の
他
会

計
補

助
金

額
(
円

)
【
3
,1
11
】

0.
0

2
0.

0

4
0.

0

6
0.

0

8
0.

0

10
0.

0

12
0.

0

14
0.

0

16
0.

0

⑪
稼

働
率

(
％

)
【
1
78
.5
】

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

60
.0

70
.0

80
.0

90
.0

④
売
上
高

Ｇ
Ｏ
Ｐ

比
率

(
％

)
【
0
.8
】

0

10
,
00

0

20
,
00

0

30
,
00

0

40
,
00

0

50
,
00

0

60
,
00

0

70
,
00

0

80
,
00

0

90
,
00

0

⑤
Ｅ

Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ

Ａ
(
千

円
)

【
10
,9
06
】

該
当

数
値

な
し

該
当
数

値
な
し
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1
7
8
.
3

1
6
3
.
7

8
8
.
0

7
7
.
3

 
 

 
 

平
均

値
2
2
4
.
0

 
 

3
2
.
8

2
3
.
2

平
均

値
 

 
 

 
 

平
均

値
 

 
 

当
該
値

3
9
.
8

3
5
.
2

3
0
.
2

当
該

値
 

 
 

 
 

2
.
資

産
等

の
状

況

⑦
敷

地
の

地
価

(
千

円
)

全
体

総
括

　
現

状
経

営
状

況
は

良
好

で
あ

り
、

J
R
浜
松

駅
南

口
の
混

雑
解
消

と
い

う
公

益
性

も
高

い
駐

車
場

で
あ
る

。
一

方
、
建

設
後
2
5
年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
機

械
式
駐

車
場

の
老
朽

化
な

ど
も

進
展

し
、

設
備

の
更

新
や

大
規

模
改
修

な
ど

の
大
規

模
な
投

資
が

必
要

と
な

る
。

公
の

駐
車

場
と
し

て
継

続
す
る

た
め
、

計
画

的
な

修
繕

・
改

修
を

行
い

、
安
定

的
な

経
営
を

行
っ

て
い

く
。

1
,
4
3
1
,
3
7
3

⑧
設

備
投

資
見

込
額

(
千

円
)

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

R
0
3

9
1
,
0
0
0

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

当
該
値

 

平
均

値
3
3
,
3
3
0

1
8
,
9
6
1

1
6
,
1
0
0

4
,
8
3
6

3
7
,
2
1
3

平
均

値
1
2
.
6

8
.
9

2
.
2

△
8
1
.
0

△
2
5
.
1

平
均

値
1
2
3

1
0
3

5
4

6
5
4

2
,
4
6
6

1
0
5
.
2

1
6
7
.
0

9
0
.
5

当
該

値
0

0
0

0
0

当
該

値
1
3
4
.
0

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

9
1
,
3
4
7

1
1
1
,
2
8
0

6
4
,
9
1
8

8
4
,
3
6
3

1
1
9
.
7

当
該

値
1
0
2
,
8
1
6

R
0
3

R
0
1

　
本

駐
車

場
は

J
R
浜

松
駅

に
隣

接
す

る
本

市
の

一
等
地

に
位

置
し

て
お

り
、

別
用

途
に

活
用

し
て

い
る
地

上
部

を
含
め

た
⑦
敷

地
の

地
価

は
高

い
。

地
下

の
駐

車
場
で

あ
り

敷
地
は

有
効
活

用
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

2
6
年
度

に
実

施
し
た

改
良
工

事
に

伴
う

企
業

債
を

償
還

中
で

あ
る
が

、
事

業
規
模

と
比
較

し
小

さ
い

た
め

、
指

標
へ

の
影

響
は
少

な
い

。

3
.
 
利

用
の

状
況

に
つ

い
て

　
平

成
2
7
年

よ
り

、
J
R
浜

松
駅

南
口
の

渋
滞

緩
和
、

円
滑

な
交
通

環
境

の
確

保
の

た
め

入
場

後
2
0
分

以
内

に
出

場
す
る

車
両
の

駐
車

料
金

を
無

料
と

す
る

措
置

を
開
始

し
た

。
2
0
分

以
内
の

利
用

者
は

年
々

増
加

し
て

お
り

、
そ
の

他
の

利
用
も

比
較
的

短
時

間
が

多
く

、
⑪

稼
働

状
況

は
高
い

状
況

で
あ
っ

た
が
、

令
和

２
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
減
少

し
、

令
和
３

年
度
は

回
復

傾
向

に
あ

る
が

、
コ

ロ
ナ

禍
以
前

ま
で

は
戻
っ

て
い
な

い
。

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

平
均

値
1
8
6
.
8

1
8
4
.
2

1
8
4
.
2

1
5
3
.
8

1
6
3
.
5

平
均

値
1
5
.
8

1
1
.
2

6
.
5

1
0
.
1

8
.
6

R
0
2

平
均

値
1
2
1
.
3

1
2
3
.
6

1
2
1
.
8

1
1
1
.
3

1
5
8
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

当
該

値
2
0
7
.
6

1
8
4
.
6

2
3
3
.
2

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

3
2
7
.
9

2
6
8
.
2

2
9
7
.
0

2
.
 
資

産
等

の
状

況
に

つ
い

て
当
該

値
2
9
7
.
0

3
2
6
.
7

1
6
8
.
0

1
9
3
.
4

当
該

値
0
.
0

0
.
0

利
用

料
金
制

【
】

令
和

3
年

度
全

国
平

均

分
析

欄

1
.
収

益
等

の
状

況
3
.
利

用
の

状
況

1
.
 
収

益
等

の
状

況
に

つ
い

て
　
本

駐
車

場
は

収
容

台
数

3
3
3
台

の
機
械

式
・

自
走
式

併
用

の
地

下
駐

車
場

で
あ

る
。

他
会

計
補

助
金
を

要
し

て
お
ら

ず
独
立

採
算

制
を

保
っ

て
お

り
、

各
指

標
か
ら

も
概

ね
順
調

に
運
営

さ
れ

て
い

る
と

考
え

る
。

H
2
9

H
3
0

該
当
数

値
な

し
都

市
計

画
駐

車
場

 
届
出

駐
車

場
地
下

式
2
8

3
3
3

4
5
0

R
0
3

R
0
2

R
0
3

H
2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

R
0
1

当
該

施
設

値
（

当
該

値
）

自
己

資
本

構
成

比
率

(
％

)
種

類
構

造
建

設
後

の
経

過
年

数
(
年

)
収

容
台

数
(
台

)
一

時
間

当
た

り
の

基
本

料
金

(
円

)
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
－

類
似

施
設

平
均

値
（

平
均

値
）

法
非

適
用

駐
車

場
整

備
事

業
-

Ａ
２

Ｂ
１

非
設

置
駅

有
1
0
,
2
7
3

■

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

3
年

度
決
算

）
静

岡
県

浜
松

市
　

駅
南

地
下

駐
車

場

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
施

設
区

分
管

理
者

の
情

報
立

地
周

辺
駐

車
場

の
需

給
実

態
調

査
駐

車
場

使
用

面
積

(
㎡

)
グ

ラ
フ

凡
例

0.
0

5
0.

0

10
0.

0

15
0.

0

20
0.

0

25
0.

0

①
収
益
的

収
支

比
率

(
％

)
【
2
36
.1
】

0.
0

50
.
0

10
0.
0

15
0.
0

20
0.
0

25
0.
0

⑩
企

業
債

残
高
対

料
金

収
入
比

率
(
％

)
【
9
9.
8】

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

⑨
累
積
欠

損
金

比
率

(
％
)

0.
0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
8

1.
0

1.
2

⑥
有
形

固
定
資

産
減
価

償
却
率
(
％

)

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

8.
0

10
.0

12
.0

14
.0

16
.0

18
.0

②
他

会
計
補
助

金
比
率
(
％

)
【
5
.2
】

0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

③
駐
車
台

数
一

台
当
た
り

の
他
会

計
補

助
金

額
(
円

)
【
3
,1
11
】

0.
0

5
0.

0

10
0.

0

15
0.

0

20
0.

0

25
0.

0

30
0.

0

35
0.

0

⑪
稼

働
率

(
％

)
【
1
78
.5
】

△
10

0.
0

△
50

.00.
0

50
.0

10
0.

0

15
0.

0

20
0.

0

④
売
上
高

Ｇ
Ｏ
Ｐ

比
率

(
％

)
【
0
.8
】

0

20
,
00

0

40
,
00

0

60
,
00

0

80
,
00

0

10
0,
0
00

12
0,
0
00

⑤
Ｅ

Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ

Ａ
(
千

円
)

【
10
,9
06
】

該
当

数
値

な
し

該
当
数

値
な
し
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